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堂々、東北エリア総合第1位

地⽅への移住をテーマにした雑誌「⽥舎暮らしの本」（宝島社）2⽉号で、「2019年版
『住みたい⽥舎』ベストランキング」が発表されました。
このランキングにおいて栗原市が東北エリア総合第１位に輝きました。
今号では、栗原市のどんなところが評価されたのか、⾃⼰分析評価をご紹介します。

▲マガンが⾶び交う冬の伊⾖沼

全国
総合部門

自然の恵み部門 第9位にランクイン

『住みたい田舎』 ベストランキング2019

豊かな自然・住環境、移住受入れ態勢評価

この「住みたい⽥舎」ベストランキングは2013年に始まり、今回
が7回⽬。このランキングは、単なる「⼈気度ランキング」でとい
う類いのものでははなく、⾃然環境や⽇常の住環境、⼦育て⽀援策
の充実度のほか、移住希望者の受⼊れ態勢・移住者実績などのアン
ケート項⽬220問を設定し、回答内容をポイント化。回答した全国
633⾃治体を⽐較した結果となります。

栗原市は、部⾨別すべてにおいて⾼評価を与えられ「総合部⾨」東
北2位の秋⽥市に4点以上の差をつける79.68点を獲得。東北1位に
輝き、全国（⼈⼝10万⼈未満のまち部⾨）でも9位（前年:17位）
にランクインしました。

自然を利活用し、豊かに暮らせる住環境

今回から新設された「⾃然の恵み」部⾨の趣旨は、ダイナミックな
観光名所の有無ではなく、「⽇々の暮らしの中で、⾃然の恵みを享
受しやすいまち」という視点が重視されています。

そのため、保全された⾃然環境だけでなく、⾃然を上⼿に利活⽤し
て豊かに暮らせる環境の有無が評価されるポイントになっています。

その点で、栗原市は、花の百名⼭である栗駒⼭、渡り⿃の聖地 伊
⾖沼を有しているだけでなく、暮らしに密着した豊かな⾃然環境や、
昔ながらの⽣活の知恵やワザ、⾷⽂化などを継承していこうとする
「くりはらツーリズム」の取組みなどが評価されたポイントです。

子育てや住まいに関する幅広いサポート

18歳までの医療費無料化や任意予防接種費⽤の無料化などの⼦育
て⽀援策の充実度や、若者世代を対象とした住まい（新築・改修・
家賃）に関する⽀援制度のほか、就業・就農など、幅広いニーズに
対応する官⺠連携のサポート体制などが評価されました。

2015年に調査した「市⺠満⾜度アンケート」においても「⼦育て
環境」の分野に関しては、満⾜度70％超の評価をいただきました。

都市部との程よい距離感・利便性

市内には、JRくりこま⾼原駅や⾼速道路のインターチェンジが2
か所あるなど、都市部（⾸都圏・仙台市）との程よい距離感や利
便性が良いところが評価されました。

また、ローカル公共交通サービスとして、市内全域での乗合いデ
マンドタクシー送迎サービス（⾃宅〜市内拠点施設）が、2019
年4⽉から開始されるなど、地⽅暮らしにおける交通弱者への⽀
援策などが評価されました。

総合 東北1位 全国９位

自然の恵み 東北1位 全国９位

シニア世代 東北７位

子育て世代東北3位 若者世代東北6位

移住者実績124組・327人

市では、2013年から移住⽀援策に本格的に取組み、試⾏錯誤を
続けながらも官⺠連携のサポート体制の充実を図ってきました。
その結果、移住相談や各種⽀援を経て他⾃治体から移り住んだ⼈
数は124組・327⼈にのぼります。（2018年11⽉現在）
⽥舎暮らしをまだ漠然と考え始めたばかりの⽅へ。栗原経由「あ
なた⾃⾝が思い描く⽥舎暮らしの場」を⼀緒に探してみませんか。

「住みたい」栗原 東北ナンバーワン

▲花の百名⼭ 栗駒⼭（標⾼1626ｍ）

Newsletterくりはら
Iju・Tju



創業早期から四半世紀以上も⼈気が衰えないふわふわしっとりの
菓⼦⾷パン「⻘⾖パン」は、うちの売上ナンバーワン商品です。
3店舗を合わせて1⽇約600本の焼きたてを提供しています。
そして、もう⼀つの主⼒商品が「畑のスイーツ」です。これはま
さに地元の素材と向き合う中で⽣まれたブランドだと⾃負してい
ます。

この「畑のスイーツ」には、⾃然の恵み、⾃然の美味しさ、地域
の⾷⽂化など、この栗原だからこその価値の詰まった商品を提供
していきたいという想いを込めています。
この⼤地で育った果実や野菜、お⽶、地酒など、⾼品質で安全・
安⼼な選りすぐりの素材を使うことで栗原・宮城の魅⼒を全国に
発信していきたい。
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連載企画

vol.1

有限会社 パレット 代表取締役栗原には、
情熱と誇りをもって働く
志ごとびと（仕事人）がいる。
それは、まさに栗原を支えるチカラ。
そんな『志ごとびと』の声を届けます。

1986年に創業し、現在では「築館本店」のほか「古川店」、さら
には「畑のsweetsエスパル仙台店」の3店舗を展開しています。
創業以来、⼀貫して素材とどう向き合うかを⼤切にしてきました。
パン作り、菓⼦作りの基本は良い素材を選ぶことと、⽢さや⾵味の
具合を調整する「感性」です。

それに対する評価はお客さんが下す。
うちのこだわりは「お客さんに喜んでもらいたい。お店や商品を通
じて、地域のお客様に幸福感を提供したい。」という想いです。

地元のお客様の⽇常や暮らしに寄り添い、「栗原でこんな上質なス
イーツが味わえるなんて。」というような喜びや幸福に寄与してい
るんだ。私もスタッフもそんな⾃負と誇りを持って、パンやスイー
ツを作っています。

栗原のチカラ

インタビュー
ごとびと志

‐ 仕事人 -

髙橋 寛 氏

「パレット」は地元で愛される欧⾵菓⼦と⽯窯パン⼯房のお店で、欧⾵な構えの店舗には、
お客さんの⾞がひっきりなしにやってきます。
それもそのはず。店内には地元の素材が吟味されたパンやお菓⼦であふれているからです。
そんな素敵なお店を経営する有限会社パレット社⻑、⾼橋寛さんにお話を聞いてみました。

****************************************
■「栗原でこんな上質なスイーツが

味わえるなんて。」 そんな感動を提供したい。
****************************************

****************************************
■「栗原」だからこその

「価値」の詰まった商品を全国へ
****************************************
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スタッフはみんな、お客様に「また来ていただけますように。」
そんな気持ちを込めてお客様に接していますし、パレットのパン
やスイーツを通じてお客さまにしあわせなひとときをひろげたい
と思っています。
お客様の笑顔のため、菓⼦職⼈がひとつひとつの菓⼦作りに愛情
と情熱をもって向き合っています。

仕事はチーム運営が基本。だからこそ店⻑、製造、販売それぞれ
の主任をメインにチームワークで仕事をしています。若いスタッ
フが多く、菓⼦作りの緊張感を持ちつつも、和気あいあいと家庭
的な雰囲気の職場ですよ。

****************************************
■緊張感を持ちつつも、

家庭的な雰囲気の職場
****************************************

パンもケーキもスイーツも本格的で⾼品質のものを提供していると
いう⾃負がある。
そして、これからもその想いは変わらない。より品質の⾼いものを、
お客様に感動してもらえるものを提供し続けていくための研究⼼、
探究⼼を持ちながら⽇々励んでいます。

これからも常に⽬標を持って、宮城といえば「パレットのあのお菓
⼦」と⾔っていただけるような商品を作っていきたい。
都会でも⾷べたことのない、ここでしか作れないスイーツを⼀緒に
作りたい！そんなやる気と情熱、プライドを持って働く⽅を求めて
います。

パレットは、そんな想いのある⽅にとって魅⼒ある「働く場」であ
ると⾃負していますし、⼀緒にチャレンジしてくれる⽅を積極的に
⽀援していきたいと考えています。

****************************************
■都会でも食べたことのない、ここでしか

作れないスイーツを一緒に作りませんか
****************************************

************************************
志ごとびと 髙橋さんのお店はコチラ

************************************
■商 号 有限会社パレット
■本社・本店 パレット築館本店

宮城県栗原市築館伊⾖4丁⽬7-15
℡ 0228-22-8010 FAX 0228-23-6097
E-mail bakeryhouse@palette-b.co.jp
http://www.palette-b.co.jp
（営業時間 9:00〜19:00）

ラ・パレット古川店
宮城県⼤崎市古川李埣1丁⽬13-31
℡ 0229-24-8010 FAX 0229-24-6660
（営業時間 10:00〜19:00）

■創 業 1986年10⽉9⽇
■資 本 ⾦ 1,000万円



宮城県栗原市 企画部 定住戦略室
TEL 0228-22-1125
Email teijyusokushin@kuriharacity.jp
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発 ⾏ 元
問い合わせ先
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移
住
相

談
私たち、くりはら移住定住チームが

ご相談に対応します！！
交通アクセス

栗原市

・仙台1時間55分

21分

46分

東京

東
京
駅

仙
台
駅

く
り
こ
ま
高
原
駅
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岡
駅

最短1時間55分

最短21分 最短46分

【ＪＲ東北新幹線】

【東北自動車道】
南北に２つのインターチェンジがあり、

市外への移動もスムーズ

■築館IC→仙台まで約45分（60㎞）

■若柳金成IC→盛岡まで約1時間25分

（110㎞）

【レンタカー（くりこま高原駅）】
■駅レンタカーくりこま高原営業所

■トヨタレンタリース宮城くりこま高原駅前店

■ニッポンレンタカーくりこま高原駅東口営業所

地⽅移住を考えている⽅が思い描く新た
な⽣活が、より豊かなものになるように。
相談会での出会いをきっかけに、継続的
に相談対応・各種情報提供させていただ
きます。
（鈴⽊・⼆階堂・松・阿部）

農 泊

地域おこし
協力隊

募集！

ちょうど良い⽥舎 栗原で、⾃然・⽂化・⾷といった地の宝を農泊
（農⼭村体験型旅⾏）というツールで広め、地域の活性化につな
げていく⼈を求めています。
⾃らの⽣業づくりを視野に⼊れながら、⾃分がやりたいこと・楽
しいことを本気で追及し、磨き上げられる⼈を募集しています。

【活動内容】
1.農⼭村ならではの観光資源の発掘・磨き上げ・開発
2.農村体験プログラムなどのコーディネート・旅⾏商品の造成
3.宿泊可能住家などの調査・発掘・育成⽀援
4.国内外への農泊の取組みのプロモーション
5.そのほか、農泊の推進及びビジネスとして成り⽴たせるため

に必要な取組み
【任⽤期間】
2019年4⽉１⽇（委嘱）〜2020年３⽉３１⽇
（委嘱の⽇から最⻑3年を限度とし延⻑可）

【応募資格要件】
1.年齢:20歳〜50歳未満の⽅で、性別は問いません。
2.⼼⾝ともに健康で、誠実に活動できる⽅
3.応募時点で、三⼤都市圏・地⽅都市等に在住の⽅
4.採⽤後、栗原市に住⺠票を移し、起業・継業を視野に定住する

意思のある⽅
5.普通⾃動⾞運転免許を取得している⽅
6.PCの⼀般的な操作ができる⽅

【活動時間】
⽉曜⽇〜⾦曜⽇までの週5⽇（午前8時30分〜午後5時15分）
※夜間・⼟曜⽇・⽇曜⽇、祝祭⽇に活動する場合は、活動時間の振替で調整
※栗原市農泊推進協議会（事務所:くりはらツーリズムネットワーク）に所属

しながら活動します。

【その他の待遇等】
1.栗原市職員の例により住居にかかる費⽤を補助（上限27,000円）
2.活動に使⽤する⾞両は栗原市が貸与
3.活動に関連する出張や研修への参加に伴う旅費は栗原市より⽀給

【募集⼈員】2名 【報償額】⽉額:190,000 円
※栗原市との雇⽤関係はありません。
※国⺠健康保険・国⺠年⾦は各⾃で加⼊していただきます。

応募期限
2⽉15⽇

つきだて

地域おこし
協力隊

募集！

農泊で田舎を リ・デザイン！

やりたいことで生きる。

田舎の良さをトコトン磨ける。

そんなあなたに来てほしい！

市の中⼼部である築館地区は昔、奥州街道の宿場町として栄えてい
ました。その地に現在4つの商店街がありますが、商業者の⾼齢化
や後継者不⾜により空き店舗が増加。深刻な問題となっています。
この築館地区商店街の活性化に資する活動を⾏いながら、⾃らも起
業・継業を⽬指す、意欲と熱意のある⽅を募集します。

３年後になりたい自分がそこにいる！
築館地区商店街振興プロジェクト

～さぁ、今チャレンジしよう築館で！～

応募期限
2⽉15⽇

【活動内容】
1.店舗訪問や商店街活性化ミーティングの開催
2.空き店舗調査の実施
3.商店街事業の⽀援・新規事業の展開・商店街情報の発信
4.地域⾏事・伝統⾏事の運営及び協⼒など

【任⽤期間】
2019年4⽉１⽇（委嘱）〜2020年３⽉３１⽇
（委嘱の⽇から最⻑3年を限度とし延⻑可）
【募集⼈員】2名 【報償額】⽉額:190,000 円

※栗原市との雇⽤関係はありません。
※国⺠健康保険・国⺠年⾦は各⾃で加⼊していただきます。

【応募資格要件】
1.年齢:20歳〜60歳未満の⽅で、性別は問いません。
2.⼼⾝ともに健康で、誠実に活動できる⽅
3.応募時点で、三⼤都市圏・地⽅都市等に在住の⽅
4.採⽤後、栗原市に住⺠票を移し、当該商店街で起業を視野に定住

する意思のある⽅
5.普通⾃動⾞運転免許を取得している⽅
6.PCの⼀般的な操作ができる⽅

【活動時間】
⽉曜⽇〜⾦曜⽇までの週5⽇（午前8時30分〜午後5時15分）
※夜間・⼟曜⽇・⽇曜⽇、祝祭⽇に活動する場合は、活動時間の振替で調整

【その他の待遇等】
※上記の農泊推進事業と同様の待遇となります。

※花⼭地区⼩さな拠点づくりプロジェクト・栗駒六⽇町商店街活性化プロ
ジェクトについては、定員に達したため、募集を打ち切りました。


